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浜田広介作品を履いたカリキュラム開発の検討
学習開発コ-ス (10220912) 那 須 利 佳 子
本研究では,浜田広介作品を取り上げる｡浜田広介作品は,国語の教材であると同時に
山形-の郷土愛を育てることのできる教材であると考える｡高畠町立屋代小学校の先行研
究をもとに,全学年を通しての浜田広介を扱う教材開発を試みた｡具体的には,小学校第
1学年において広介作品を用いた実践を行い,広介作品を用いた国語での意義を明らかに
することができた｡また,郷土愛を扱う教材を構想した｡今後,この教材を実践し検証し
ていくことが課題である｡
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在,研究の目的
山形県出身の作家に浜田広介がいる｡浜田広介
は｢泣いた赤おに｣で看孝一である｡｢泣いた赤おに｣
は道徳の副読本では用いられているが,国語の教
科書には用いられていない｡他の広介作品も主教
材として国語の教科書には掲載されていない ｡
しかしながら,広介作品は叙述に即して読むと
いう点で,国語学習の教材とできる｡高畠町立屋
代小学校では,国語のカリキュラムに ｢ひろすけ
学習｣を位置づけて暗唱や劇に用いている｡だが,
本研究では,国語学習を大事にしつつ郷土の作家
であることにも注目したい｡山形の風土を通して
郷土愛 (愛着と誇り)を培うことができるのでは
ない かと考える｡
広介作品を通して,国語での学びと郷土愛を育
てる学びができるのかを明らかにしたい｡この2
つのことをねらいとした教材化を目指す｡
(2)研究の方法
以下の2つのことに取り組みたい｡
①浜田広介作品の国語の授業開発
学習指導要領国語編の目標や内容を踏まえ,敬
材化できる作品を探ってい く｡そして,実践での
子どもたちの発言や記入から考察し,国語の教材
としての価値を検証したい｡
②郷土愛を育てる広介作品の授業開発
高畠町立屋代小学校の先行実践や冨樫(2008)の
先行研究をもとに,郷土愛を育てていける教材と
して適切かどうか確かめていきたい｡具体的には,
山形の風土や暮らしが作品に表れているものを教
材化できるよう研究を進めてい く｡
2 先行研究の検討
(1)屋代小学校の実践において
広介の母校である屋代小学校では,｢愛と善意
の心｣を受け継ぐため全教育活動を通して ｢ひろ
すけ学習｣を行っている｡
国語では,｢ひろすけ童話｣を読んで紹介カー
ドを書き友達に紹介する学習活動や詩を群読 ｡暗
唱する学習を行っている｡詩の音読 ｡暗唱の学習
の主なねらいは次の通りである｡
｢音読 ｡朗読 ｡群読 ｡暗唱をすることによって,
言葉の響き合いやリズム,余韻などを味わい,言
語感覚を養い,感性豊かで,優しく思いやりのあ
る心を育てる｡｣
小学校学習指導要領解説国語編(2008)の国語科
の内容 (4)[伝統的な言語文化と国語の特質に関
する事項]に｢易しい文語調の短歌や俳句について,
情景を思い浮かべたり,リズムを感じ取りながら
音読や暗唱をしたりすること｣と明記されている｡
屋代小学校では,教材とする詩を童謡集の中か
ら選択している｡鶴見正夫(1976)は,広介童謡の
詩について｢形式は律義なほどきちんとしており,
音感やリズムがある｣と述べている｡このことか
らも,広介の詩は言語感覚を養う上での教材に適
していると考える｡
しかし,国語としての学習の中に郷土愛が直接
的には結びついていないようである｡屋代小の社
会科のねらいには ｢演田鹿介について学習 ｡理解
し,地域社会に対する誇りと愛情を育てるように
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する｣とある｡これは,社会科で育てたい力と位
置付けているためである｡社会科では,主に広介
の生き方について学ぶ｡生き方を通して郷土愛を
育てるのであるが,広介の作品を通して郷土愛を
育てることもできるのではないかと考える｡広介
のものの見方 ･感じ方が表れた文学作品から,郷
土愛を育てる方向を考えたい｡
(2)浜田広介の作品と郷土のかかわり
冨樫徹 (2008)は,『浜田広介の世界一その魅
力』の中で作品にみるふるさとの例を5作品挙げ
た上で次のように述べている｡
｢ひろすけ童話は,ふるさとの風景を舞台に花 ･
木 ･鳥 ･虫など擬人化して,一つ一つに広介のふ
るさと体験がいかに反映しているかを数編の作品
で具体的に指摘してみたが,他の作品においても
容易に指摘できることである｡｣
① ｢うりひめものがたり｣にみるふるさと
冨樫は ｢うりひめものがたり｣に登場するうり
ひめの好物がじねんじょ (自然薯)である点やう
りを擬人化しながらも,うりが走るとじくが折れ
るといううりの性質を作品に取り入れている点に
ついて ｢農村での生活体験がにじみ出ている｣と
指摘している｡
② ｢こがねのいなたば｣にみるふるさと
この作品には,次のような描写が書かれている｡
｢わたのような初雪が,ちらちらと空からふって,
野も山も,森も川も,いちめんに,白くうずめて
しまいました｡おひやくしょうさんは,朝になっ
て目がさめて,おどろきました｡｣冨樫は,この描
写に広介の東北の雪国体験が生きていると評価し
ている｡
冨樫がいうふるさととは郷土である山形県高
畠町と広介が幼少時代に過ごした家族や生活のこ
とである｡ 広介の娘である浜田瑠美(1983)は,｢父
は,最晩年病を得て,足腰の痛みに苦しむように
なっても,相変わらず故郷-帰る日を思っていた｣
と述べている｡広介は生涯,故郷を思いながら作
品を書き続けてきた｡広介作品には,冨樫が述べ
た幼少の頃の体験や上京中の故郷-の思いが作品
に細かな描写となってあらわれている｡この細か
な描写を叙述から読みとり,登場人物の行動から
気持ちを想像することで郷土愛-の学びができる
のではないかと考える｡
265
3 実践と結果 (明らかになったこと)
｢教職専門実習Ⅱ｣において､山形市内A小学校
で実践授業を行った｡実践の内容は,第1学年国
語での ｢本の せかいを たのしもう｣の第1時
間目である｡この単元は,登場人物が動物である
本を紹介し合い,読書-の興味をもち,読書の幅
を広げていくことがねらいである｡その導入部分
として ｢おかの上のきりん｣を扱った｡ この作品
を教材に選んだ理由は以下の通りである｡
小学校学習指導要領解説国語編の各学年にお
ける ｢C 読むこと｣の指導事項の一部である次
の2点は,読みを深めていく中で重要であると考
える｡
｢り 場面の様子について,登場人物の行動を中
心に想像を広げながら読むこと｣
｢オ 文章の内容と自分の経験を結び付けて,自
分の思いや考えをまとめ,発表し合うこと｣
これは,行動から気持ちを想像し,自分と結び
付けて考えることで,新たな気づきゃ友達の感じ
方に触れることができるからである｡｢おかの上の
きりん｣は,きりんの行動から気持ちを想像し,
これまでの経験と重ねながら読んでいける作品で
ある｡さらに,小学校学習指導要領解説国語編の
各学年における ｢C 読むこと｣のねらい も達成
できると考え,授業に取り組んだ｡また,郷土の
作家であるという点については,授業の冒頭で話
をした｡
学習活動は ｢どのような気持ちで丘の上に立っ
ていたのかを想像し,きりんに対する気持ちを手
紙に書く｣と設定した｡
今回は,｢おかの上のきりん｣が上記に示したよ
うに小学校学習指導要領解説国語編の指導事項に
即した授業展開が可能であったかを踏まえ,実践
の結果を述べる｡以下に全体の授業の様子と2名
の児童を抽出し,ノートや学習プリントの記述,
授業での発言の様子,学習の思考過程を踏まえな
がら示す｡
(1)全体の授業の様子
本文に書かれた叙述からきりんの行動を読みと
り,自分なりの考えを書くことができた児童は27
名中25孝.であった｡ そのほとんどが,｢お月さま
にまんまるになってほしくてずっと立っていた｡
きりんさんはすごい｣という内容を書いていた｡
しかし,その中で ｢えさも食べずに我慢してい
たのだから嫌な気持ちだった｣と書いた児童が 2
名いた｡この2孝一の児童の意見とほかの意見の児
童の意見を発表し合いながら,考えを深めていき
たかったが,意見を伝え合っても2名の考えは変
わらなかった｡
(2)A児について
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A児は ｢疲れた気分だった｣という友達の意見
を聞いて,｢つかれた気持ちもあったけど,自分か
ら役目を引き受けたから絶対見せるぞとい う気持
ちもあったと思う｣と物語の本質を捉えた発言を
している｡
(3)B児について
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きりんさん､
B児は,｢疲れた気分だった｣とい う友達の意見
を聞いて嫌な気もちだったと思うと発言し,授業
後も自分の考えは変わらないと答えた｡
A児もB児も場面の様子について,登場人物で
あるきりんの行動から想像を広げて考え,自分の
考えを発表することができた｡
4 考察
(1)A児についての考察
A児は,｢きりんが役目を引き受け｣ という叙
述から,いやいやながらではなく,自分で引き受
けたと理解している｡だからこそ,絶対見せるぞ
という強い気持ちがあるはずだと考えたのだろう｡
きりん-のお手紙にも,きりんさん-の前に ｢が
まん強い｣という修飾語を付け足している｡見せ
るぞという強い気持ち,葉っぱのはがきを食べた
いけれど我慢したきりんの心の強さを想像し,そ
れがよい結果につながったのだと考えていること
が分かる｡
(2)B児についての考察
B児は,｢はっぱの はがきをがまんして｣と
いう叙述から,ごはんを食べれず嫌な気持ちだっ
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たのではない かと考えている｡もちろん,我慢す
ることで辛い気持ちもあっただろうが,それでも
役目を途中で投出すことなくやり遂げたきりんの
行動から,それ以上の強い 気持ちとがんばる気持
ちが想像できる｡B児は,授業の始めに ｢ごはん
が食べれなくて嫌な気持ちだったと思う｣と発言
した｡その後,他の児童から ｢自分から役目を引
き受けたから,ぜったい見せるぞという気持ちが
強かったと思う｣や ｢ずっと首をのばしてまでが
んばったのだから,ハガキを読んでもらいたいと
願っていた気持ちだったと思う｣という意見が出
された｡B児の考えに変容があるだろうかと思い,
授業後に聞いてみたところ,｢やっぱり嫌な気持ち
だったと思う｣と答えた｡B児はこれまで,誰か
のために食べないことを我慢するなどという経験
がなかったのだと考える｡ B児にとって自分の経
験にないことを想像することは困難だったのであ
る｡児童の成長段階を予想して,自分の経験と結
び付けて考えられるよう教材選択をしていく視点
を付け加えたい｡
(3)国語教材としての考察
今回の実践で,25名の児童が登場人物の行動か
ら気持ちを読みとって自分なりの感想をもっこと
ができたという点において,国語のねらいは達成
できることがわかった｡ 自分の経験と結びつけて
考える点においては了自分ならどういうときにそ
う思ったのか｣と問い返す必要があった｡そうす
ることで,実感をもってきりんの気持ちに迫れた
のではないかと考える｡国語のねらいを達成する
ための支援として次の実践では取り入れていきた
い｡
(4)郷土愛の教材としての考察
この実践だけでは,地域の郷土愛に直接的に結
びつけることはできなかった｡ 広介の作品を学習
する積み重ねを実践するとともに,中学年や高学
年では山形のよさを表現している作品を教材とし
て学習していくことが必要だと考える｡山形の風
土が作品にあらわれているものや広介が山形に暮
らしていたことから生まれた作品を取り上げるこ
とで,さらに山形のよさを味わえると考える｡以
下にそのことを踏まえた学習指導計画を示す｡
<教材>
① ｢月夜のどんぐり｣
② ｢親の芋づるァ｣
③ ｢しら雪の ふる国にして｣
<高学年を想定>
時 目標 (◎) 学習内容 (.) 支援 (☆)
1 ◎3つの短歌と詩を音読し,広介のものの見方や感じ方
を知る○
･短歌と詩を音読するo
･｢水無月｣の言葉の意味と短歌を詠んだときの状況や
様子を知るo
広介の短歌と詩を読もうo J
･疑問点を伝え合い,話し合うo
･広介のものの見方や考え方について考えを伝え合うo
☆詩や短歌の内容理解につなげるため,写真を掲示す
るo
･伝え合ったことをもとに自分なりに短歌を音読
するo
2 ◎山形らしさを表している作品を選び,叙述からその理
由を考えて伝え合うo
1番山形らしさが出ている作品はどれ
だろう○
･短歌と詩を音読するo
･選んだ作品の理由をメモするo
☆なかなか考えが進まない児童には,作品の中から山
形らしいキーワードを探してそこから想像を膨らませ
るよう助言するo
･考えを伝え合うo
(∋ ｢月夜のどんぐり｣
この詩は,野口雨情とともに自作のうたを自分
のふしで歌い合っていたときにできたものである｡
雨情も負けたと言ったこの詩は,4連に分かれて
おりリズムに合わせて音読することに適している｡
さらに,どんぐりを擬人化したス トー リー になっ
ており,広介が幼少時代に高畠の自然豊かな農村
で暮らしてきたことがこの詩にあらわれている｡
② ｢親の芋づるァ｣
この詩でいう芋とは里芋のことである｡高畠で
経験した農作業中のことを思い出し詩にしたので
ある｡種芋を親に,子芋を子どもにみたて詩にし
ている｡さらに,｢どれも似ている 親芋に｣とい
う言葉からは,家族をも連想させる内容になって
いる｡一つひとつの言葉を読み取り,広介の見方
を考えていくことで,山形のよさをこの詩に見出
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していけるのではない かと考える｡
③ ｢しら雪の ふる国にして｣
この短歌は,広介が山形空港開きに招待された
際に詠まれたものである｡故郷である山形と福島
の境である吾妻越えをするときに詠んだのだ｡故
郷である山形を離れ,再び山形に戻ってくるとき,
さらに故郷-の愛情を感じる｡この作品はまさに
その瞬間にうまれたものである｡
この3つの作品を教材として小学校高学年国語
で実践し,本研究のカリキュラムに位置づけられ
るか検討したい｡
5 到達点と課題
本研究では,広介作品を通して国語と郷土愛の
2つを育てる教材化を試みた｡ 到達点としては次
の2点である｡
まず,広介作品の国語としての学習は意義のあ
るものであることがわかった｡さらに,郷土愛を
育てるための学習計画を作成することができた｡
課題としては,次の点を指摘できる｡考察で述
べた郷土愛を育てるための学習計画を実践する｡
この実践を柱とし,最終的には､第1学年～第6
学年までの積み重ねによる浜田広介の国語科カリ
キュラムづくりにつなげていく｡ 今後は,今回の
実践である ｢おかの上のきりん｣の教材をカリキ
ュラムに取り入れていくかも検討していきながら,
研究を進める｡
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